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＜校章の由来＞   特別支援教育においては、「家庭」をベースにして「学校」と「福祉等の関係機 

関」の三者の緊密な連携のもとで、その目的の達成に近付きます。 

          この三者の在り方を「連携のトライアングル」とし、その中から力強く羽ばたき、 

自立していく本校の生徒を創立時の養護学校の「Ｙ」の文字で図案化し、象徴して 

います。                 （デザイン 初代校長 坂井 信也） 



- 2 - 
 

 新潟県立江南高等特別支援学校「校歌」 
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Ⅰ 沿  革 

 

Ｈ ２． ７． ３  下越地区に知的障害養護学校高等部の設置検討を知事表明（県議会本会議） 

３． ５．２４  高等部設置調査検討委員会発足 

    ９．１８  設置場所を「亀田駅裏地区」に選定 

   １１．２５  知的障害養護学校高等部設置基本構想ならびに（仮称）高等養護学校設置計画を

教育委員会で承認 

    １２． ５  平成６年度に１学年４学級規模の高等部単独校を設置すると発表 

           なお、暫定措置として、月ヶ岡養護学校に平成４年度から１学級ずつ増設すると

知事表明（県議会本会議） 

  ４． ３．１３  基本設計に着手 

 ５． ３．２６  校舎建築着工 

     ４． １  （仮称）高等養護学校開設準備担当発令（義務教育課内）坂井信也、富山千之 

     ４． ７  校名を「新潟県立高等養護学校」に決定（教育委員会） 

     ７．１５  県立学校条例一部改正 公布 

     ７．２０  学校の位置・名称等 教育委員会告示 

     ８． １  学校開設（義務教育課内） 

           職員発令（校長－坂井信也、教頭－佐藤 仁、事務長－富山千之） 

    １２．２０  寄宿舎竣工引き渡し 

  ６． １．２４  第１回入学者選抜（合格発表１月３１日） 

     ３．１５  校舎竣工  義務教育課内より学校へ移転（３月１８日） 

     ４． １  開 校〔１学年－４学級（４０人）、２学年－１学級（１０人）、３学年－１学級

（９人）〕職員発令３７人 初代校長着任（坂井信也） 

     ４．１２  開校式・第１回入学式挙行 

           校旗樹立、校歌発表（作詞：安藤耕平 作曲：青木昌巳） 

     ９．１０  グラウンド、農耕実習地整備完了 

    １１．１５  植栽事業完了 

    １２．１２  屋外実習棟竣工 

 ７． ３．１７  第１回 卒業式挙行 

  ８． ４． １  １学年４学級 全校１２学級 

     ９．３０  県高等部整備計画の見直しに伴い、１０年度に重複学級設置決定 

１０． ３．２６  重複棟竣工（重複教室５、普通教室３、自立活動室１、職員室１、専用玄関１） 

    ４． １  重複障害学級開設（２学級） ２代校長着任（宮島 隆） 

１２． ４． １  普通学級１学年５学級１５学級完了、重複学級５学級完了 

１３． ４． １  ３代校長着任（尾方 洸） 

１５．１１．１６  創立１０周年記念式挙行 

１８． ４． １  ４代校長着任（湯淺 優） 

２０． ４． １  ５代校長着任（佐藤 高志） 

２１． ９．２６  第４９回国民体育大会トキめき新潟国体式典前演技参加 

２１．１０．１０  第９回全国障害者スポーツ大会トキめき新潟大会歓迎演技参加 

２２． ４． １  ６代校長着任（本間 直也） 

２３． ４． １  校名を「新潟県立江南高等特別支援学校」に変更 

           職業学級開設 第１学年に２学級（２０人）設置 

２４． ４． １  ７代校長着任（佐藤 昇誠） 

２５. １１. １０    創立２０周年記念式典挙行 

２７． ４． １  ８代校長着任（外山 武夫） 

２９． ４． １  ９代校長着任（今井 聡己） 

３０． ３．１４  エレベーター設置 

Ｒ ３． ４． １  １０代校長着任（根津 博人） 

 ５.  ４.  １  １１代校長着任（山田 澄人） 

 ５. １０．２８  創立３０周年記念式典挙行 

 ８.  ４． １  １２代校長着任（根谷 聡） 



・卒業後、自立した生活を送れる意欲
とスキルを育む指導支援
・失敗を恐れず、挑戦できる環境の整
備と失敗から学ぶ機会の提供
・不登校、心理的不穏、トラウマ障害、
希死念慮等、ハイリスク児へ即対応
・強度行動障害の理解と対応
・SSRの設置と在り方の整理検討

令和８年度 新潟県立江南高等特別支援学校/川岸分校グランドデザイン

一人一人が個性を輝かせ、社会で自立し、人生を豊かに生きることができる生徒の育成

教育目標  ひとりだちする生徒

    ＜ 期待する生徒像 ＞

健康：健康で心の豊かな生徒 努力：最後まであきらめないでがんばる生徒
    創造：自分で考え実行する生徒 連帯：集団に進んで参加する生徒

教育課程の在り方検討による個別最適な学びの実現

「攻めの進路指導」と「逆算の生徒指導」による個別支援の強化

特別支援教育に係る最新情報等の発信

チャレンジを後押しする安心安全な教育環境の提供

特別支援教育のセンターとしての地域支援の推進

保護者・関係機関等との信頼に基づく連携の構築

幼稚園・保育園・こども園、小中学校・高等学校等への指導支援
生徒・保護者の実態とニーズ 社会の情勢 特別支援教育の動向、など

教職員の資質向上
・研修や校内研究を通した専門性の向上
・チームワークを強化し、協働的な校風の醸成
・働き方改革の推進と心身ともに活力ある教員集団の育成

インクルーシブな教育を実現する人権意識の向上

＜ 期待する生徒像 ＞

健康：健康で心の豊かな生徒 努力：最後まであきらめないでがんばる生徒
創造：自分で考え実行する生徒 連帯：集団に進んで参加する生徒

教育目標  ひとりだちする生徒

一人一人が個性を輝かせ、社会で自立し、人生を豊かに生きることができる生徒の育成

個別最適な学びの実現
と教育課程の深化推進

・生徒の個性やニーズに合わせた

個別最適な学びの推進

・指導の個別化・学習の個性化の実現

・学習指導要領に基づく教科学習と

ICT教育の推進など

・生徒にとってのベストな教育課程

「攻めの進路指導」に
よる個別支援の継続

「逆算の生徒指導」に
よる個別支援の継続

・生徒の夢や希望を最大限尊重

・短時間勤務など働き方の多様化を

踏まえた選択のさらなる拡大

（発達障害・不登校傾向）

・重度重複生徒の「働き方」の捉えの 

継続検討→「日中活動」「社会生活」

チャレンジを後押しする安心安全な教育環境の提供

一人一人が個性を輝かせ、社会で自立し、人生を豊かに生きることができる生徒の育成

いじめ パニック

相手の気持ちが
分からない

コミュニケーション
が苦手

不登校 トラウマ

ゲーム障害

インクルーシブ教育の実現に向けた地域支援 ～我々の使命～

〇 幼稚園や小学校、中学校、高等学校等の支援機関となること ー指導/支援/助言ー
〇 特別支援教育に関する情報の発信基地になること ー欲しい情報は何でも手に入るー
〇 地域の相談機関としての存在感を高めること ーそこに行けば何とかなるー

生徒に寄り添い、共に喜び、共に悲しみ、本気で向き合うことで
生徒・保護者と信頼関係を築ける教職員集団の形成

・研修やＯＪＴを通した専門性の向上
・チームワークを強化した、協働的な校風の醸成
・関係機関・関係者等との信頼に基づく連携・協働
・働き方改革の推進と心身ともに活力ある教職員集団の育成

ゲーム依存 ひきこもり

現実逃避

◇◇◇ 学校経営の重点 ◇◇◇ 

知的障害

◆多様な困難を抱えている
生徒一人一人に対して、
適切に対応していくこと
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令和８年度 新潟県立江南高等特別支援学校・川岸分校 学校運営方針 

 

１ 教育目標 「ひとりだちする生徒」 

 健康：健康で心の豊かな生徒    

 努力：最後まであきらめないでがんばる生徒 

 創造：自分で考え実行する生徒   

 連帯：集団に進んで参加する生徒 

 

私たちは、この教育目標の下、「一人一人が個性を輝かせ、社会で自立し、

人生を豊かに生きることができる生徒の育成」を目指して、多様な困難を抱え

ている生徒一人一人に対して、適切に対応していくよう努める。 

 

２ 令和８年度学校運営方針  ― ６つの柱 ― 

（１）個別最適な学びの実現と教育課程の深化推進 

社会は常に変化し、生徒たちのニーズも多様化の一途を辿っている。新

型コロナウイルス感染症は、私たちの生活様式だけでなく、教育の在り方

をも大きく変容させた。文部科学省は一昨年末、次期学習指導要領に関す

る諮問を中央教育審議会に諮り、現在の子供たちが社会の中核を担う 2040

年を見据え、彼らがどのような力を身につけるべきか、そして私たち教育

者がどのような支援を行うべきかが、この諮問の根幹を成している。 

このような社会情勢を踏まえ、私たちは立ち止まり、この先を見据え、

江南高等特別支援学校、そして川岸分校の教育の在り方を見直していく。 

 

ア 生徒の個性やニーズに合わせた個別最適な学びの推進 

・生徒一人一人の実態や教育的ニーズを丁寧に把握し、それぞれの夢や

希望の実現に向けた教育を推進 

・個別の諸計画の作成や、きめ細かい進路指導、生活指導などを含む。 

 

イ 指導の個別化・学習の個性化の実現 

・「学習の個性化」（個々の興味・関心に応じた学習）と「指導の個別

化」（個々の習熟度に応じた指導）、「協働的な学び」（グループワーク

やディスカッション）を組み合わせた教育課程を構築 

・生徒が主体的に学び、互いに協力し合いながら成長できる環境を作り 
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ウ 生活へのつながりを意識した教科学習と ICT 教育の推進 

・学習指導要領に基づいた教科学習に加え、日常生活や社会生活に役立

つ知識・技能を習得できるような教育の推進 

・ICT 教育を積極的に導入し、情報活用能力や問題解決能力を育成 

 

（２）「攻めの進路指導」による個別支援の継続 

  生徒の夢や希望を実現するために、従来の進路指導を更に段階化し、幅

広い選択肢を提供する「攻めの進路指導」を継続し、個別支援の一層の推

進を図る。 

 

ア 企業就労の段階化：多様な働き方 

・フルタイムだけでなく、６時間、４時間勤務など、短時間勤務からチ

ャレンジできる環境を提供 

・生徒の個性や希望に合わせた就労形態を選択可能にすることで、可能

性を最大限に引き出す取組の創出 

・企業との連携を強化し、短時間勤務でもキャリアアップできる環境整

備の啓発 

 

イ 不登校傾向の生徒への支援：就労移行ではなく就労チャレンジ 

・不登校傾向だからといって、就労を諦めるのではなく、1時間勤務など

から段階的にチャレンジできる環境を提供 

・生徒のペースに合わせた就労支援を行い、自信と社会性を育成 

・企業や関係機関と連携し、本人の就労状況を理解し、受け入れ体制の

工夫・改善を支援 

 

ウ 個別支援体制の強化：一人一人に寄り添う 

・生徒一人一人の特性、希望、目標を把握し、個別進路指導計画を作成 

・専門家によるカウンセリングやキャリアコンサルティングなどを提供 

・定期的な面談やフォローアップを行い、進路選択から就労まで継続的に 

支援 

 

エ 情報提供の充実：進路選択に必要な情報を分かりやすく提供 

・企業情報や支援機関などを分かりやすくまとめた資料を作成 

・進路講演会や職場見学などの機会を積極的に提供 

・生徒や保護者が進路選択に必要な情報を容易に得られる環境の整備 
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オ 教職員の意識改革：「攻めの進路指導」への理解を深める 

・教職員研修を実施し、「攻めの進路指導」の理念と実践方法を理解 

・生徒の可能性を最大限に引き出す指導方法を開発 

・教職員間の連携を強化し、チームとして生徒を支援する体制整備 

 

（３）「逆算の生徒指導」による個別支援の継続 

生徒指導は、卒業後の豊かな人生を送るための重要な土台となる。そのた

め、生徒一人一人の個性やニーズを尊重し、自立と社会性を育むための生徒

指導を行う。卒業後に支援がなくても、生徒自身が考え、充実した生活を送

ることができるよう「逆算の生徒指導」という考え方を基本とする。 

 

ア 逆算の生徒指導 

○主体的な学びの促進 

・教員が一方的に指導するのではなく、生徒自身が課題を発見し、解決策

を探るような学びの機会を提供していく。 

○個別具体的な支援 

・生徒一人一人の個性やニーズを把握し、個別の指導計画を作成する。 

○失敗を恐れず挑戦できる環境づくり 

・小さな失敗は成長の機会と捉え、生徒が安心して挑戦できる環境整備に

努める。 

 

イ 現代的な課題への対応 

近年、ＳＮＳトラブル、不登校、心理的・精神的不穏、自殺企図・希死

念慮等、複雑化する現代社会における課題への対応が急務であることから、

以下の取組を通じて、これらの課題に対応する。 

・専門家との連携：最新の情報や専門的な知識を取り入れるために、スク

ールカウンセラー、医療機関、教育委員会等の専門家と連携する。 

・教職員の研修：教職員が最新の課題に関する知識やスキルを習得できる

よう、研修を定期的に実施する。 

・保護者との連携：保護者との情報共有や協働体制の構築を図り、生徒の

成長を支援する。 

 

ウ 時代の変化に対応した柔軟な指導 

ＩＣＴ技術の進歩等、時代は急速に変化している。時代の変化に柔軟

に対応できるよう、常に新しい情報や技術を取り入れ、生徒指導の在り

方を進化させていく。 
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エ 強度行動障害への理解と対応（江南のみ） 

・生徒の行動の背景にある「わからない」「伝わらない」という叫びに耳を

傾け、理解に努める。 

・「正す」「直す」「変える」から「理解する」「寄り添う」「共に成長する」

への考え方の転換を図る。 

・強度行動障害は、重度の学級だけの問題として捉えるのではなく、全学

級、保護者にも共通するところがあるものと捉え、対応する。 

 

オ スペシャルサポートルーム（SSR）の設置と在り方の整理・検討 

・不登校対策に限らず、自立活動や教育相談機能等も兼ね備えた、学校の

実情に即した SSR となるよう、実践を通して整理・検討していく。 

 

 

（４）チャレンジを後押しする安心安全な教育環境の提供 

   生徒の様々なチャレンジを後押しできるように、以下のことを基本とし

て、安心安全な教育環境の提供に努める。 

 

 ア 心理的な安全性の確保 

  ・互いを尊重し、認め合う雰囲気づくり 

  ・失敗を恐れずに挑戦できる環境づくり 

  ・相談しやすい環境づくり 

 

 イ 物理的な安全性の確保 

  ・校内・校外の安全対策 

  ・災害への備え 

 

 ウ 教職員の人権意識・人権感覚の醸成 

   ・人権研修の充実 

   ・人権文化の醸成 

 

 

（５）生徒に寄り添い、共に喜び、共に悲しみ、本気で向き合うこと

で生徒・保護者と信頼関係を築ける教職員集団の形成 
 

    取組を推し進めていく上では、生徒・保護者と信頼関係を築ける教職員集
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団の形成が不可欠で、そのために専門性の向上が重要となることから、以下

のことに取り組み、意識、意欲、資質、能力等の向上に努める。 

ア 研修や校内研究を通した専門性の向上 

イ チームワークを強化し、協働的な校風の醸成 

ウ 関係機関・関係者等との信頼に基づく連携・協働 

エ 働き方改革の推進と心身ともに活力ある教員集団の育成 

 

（６）インクルーシブ教育の実現に向けた地域支援 

    私たち特別支援学校が求められている使命は、インクルーシブ教育の実

現であり、そのために、地域における特別支援教育の中核的な存在として

地域を支援し、地域全体の特別支援教育を推進することである。 

    そこで、以下の取組を推進する。 

 

ア 幼稚園や小学校、中学校、高等学校等への支援機関となること 

  ・特別支援教育に関する専門的な知識や経験を生かして、個別指導計画の

作成支援、教材や指導方法に関する助言、研修の実施などを行う。 

      ・対象となるのは、教員だけでなく、保護者や地域の支援者も対象として

支援を行う。 

 

イ 特別支援教育に関する情報の発信基地となること 

 -必要な情報が何でも手に入る- 

   ・特別支援教育に関する様々な情報を収集・整理し、発信する。（法令や

制度に関する情報、教材や指導方法に関する情報、研修やイベントに関

する情報、関係機関の連絡先など） 

   ・分かりやすさやアクセシビリティに配慮して情報を提供する。 

 

  ウ 地域の相談機関としての存在感を高めること 

 -そこに行けば何とかなる- 

   ・特別支援教育に関する悩みや不安を抱える人のための相談窓口を開設

し、丁寧に対応する。（子どもの発達や学習、子育て、学校生活に関す

る悩みや不安、制度やサービスに関する問い合わせなど） 

   

 以上の令和８年度の学校運営方針（グランドデザイン）に基づいて、全員体制

で取組を進めていく。この学校運営方針は、今後の社会情勢や教育ニーズの変化

に応じて、適宜見直しを行うとともに、定期的に実施状況を評価し、必要に応じ

て改善を行っていく。 
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Ⅲ 教育課程 

１ 編成の基本方針 

 学校教育目標達成に向けて、下記の事項を基本として編成する。 

（１）全教育活動を通して、職業自立と社会参加に必要な知識、技能、態度及び習慣の育成を目指す。 

（２）一人一人の教育的ニーズ、地域の実態、社会から求められる力、卒業後の進路や青年期の特性を

十分考慮して調和のとれた育成を目指し、教育課程の類型化及び教育内容の重点化、焦点化を図

る。 

（３）各教科、道徳、特別活動、自立活動、総合的な探究の時間の５分野で編成する。道徳及び自立活

動は全教育活動を通して行う。 

（４）より効果的に学習することができるように教科・領域を合わせた指導を教育課程の中核に位置付

ける。 

（５）法令及び学習指導要領に基づいて編成する。 

 

２ 留意事項 

（１）全教育活動において、高等部生徒としての自覚と自主性を高める支援を心掛ける。 

（２）各関係機関との連携を積極的に図り、指導内容の選定や学習活動の構想、展開の工夫をする。 

（３）普通・重複障害学級においては、生徒一人一人の卒業後の進路を見据えて、より個に応じた支援

を行っていくために、個々の生徒の実態や課題・進路希望等に応じて生徒を２つの類型に分けて、

学級を編成する。 

 

３ 構造図 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 践 ・ 評 価 

個
別
の
教
育
支
援
計
画 

個
別
の
指
導
計
画 

実
践
・
評
価 

学校教育目標「ひとりだちする生徒」：ひとりだちする力とは、自立し社会参加する力 

総合的な探究の時間 

年 間 指 導 計 画 

教  科 道  徳 特別活動 自立活動 

職業生活 
家庭生活 
国語 
社会 
数学 
理科 
外国語 
音楽 
美術 
保健体育 
情報 
特別の教科道徳 
特別活動 
日常生活の指導 
総合的な探究の時間 
職場実習 

職業学級 
（１・２組） 

 

普通学級・重複障害学級 
（３・４組） （５・６組） 

職業生活 
進路 
家庭生活 
地域生活 
国語 
社会 
数学 
理科 
音楽 
美術 
保健体育 
特別活動 
日常生活の指導 
総合的な探究の時間 
職場実習 

社会生活 
家庭生活 
地域生活 
音楽・美術(選択) 
保健体育 
特別活動 
日常生活の指導 
総合的な探究の時間 
職場実習 
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４ 週時数配当表(１～３年の配当時数は同じ) 

   職業学級（１･２組）       普通・重複障害学級（３･４組）  普通・重複障害学級（５･６組） 

日常生活の指導 4.7  日常生活の指導 4.7  日常生活の指導 8.0 

職業生活 8.1 職業生活 9.2 社会生活 9.2 

家庭生活 0.9 家庭生活 2.2 家庭生活 1.8 

国  語 1.9 地域生活 4.5 地域生活 3.6 

社  会 2.2    国  語 1.1 音  楽 選択 

1.8 数  学 2.2    社  会 前後期 

1.1 

美  術 

理  科 隔週 

0.9 

   理  科  保健体育 5.6 

外 国 語    数  学  1.1 特別活動 2.3 

音  楽 1.1    音  楽 1.1 合  計 32.3 

美  術 1.1    美  術 1.1 

保健体育 4.3    保健体育 5.1 

情  報 0.9    特別活動 1.1 

特別の教科道徳 0.9 合  計 32.3 

特別活動 2.0 ※週時数の１単位時間は、50分とする。 

※３～６組の総合的な探究の時間は、時期に応じて集中的に

実施する（年間 25単位時間）。 

総合的な探究の時間 1.1 

合  計  32.3 

  

５ 時程表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１･２組） 月～木曜日 金曜日  （３・４組） 月～木曜日 金曜日 
登校・着替え    ～ 9:10   ～ 9:10  登校・着替え    ～ 9:10     ～ 9:10  

1 校時 9:10～ 9:50 9:10～ 9:50 ＳＨＲ 9:10～ 9:30 9:10～ 9:30 

ＳＨＲ  9:50～10:10  9:50～10:10 1 校時  9:30～10:10  9:30～10:10 

２校時 10:10～11:05 10:10～11:05 ２校時 10:10～11:05 10:10～11:05 

３校時 11:05～12:00 11:05～12:00 ３校時 11:05～12:00 11:05～12:00 

給食・昼休み 12:00～13:00 12:00～13:00 給食・昼休み 12:00～13:00 12:00～13:00 

４校時 13:00～13:45 13:00～13:45 ４校時 13:00～13:45 13:00～13:45 

５校時 13:45～14:30 13:45～14:30 ５校時 13:45～14:30 13:45～14:30 

６校時 14:30～15:15 
ＳＨＲ 

14:30～14:45 

下校 14:45 

６校時 14:30～15:15 
ＳＨＲ 

14:30～14:45 

下校 14:45 

清 掃 15:15～15:25 清 掃 15:15～15:25 

ＳＨＲ 15:25～15:45 ＳＨＲ 15:25～15:45 

下 校 15:45 下 校 15:45 

（５・６組） 月～木曜日 金曜日 
登 校     ～9:10   ～ 9:10 

日常生活の指導 9:10～ 9:30 9:10～ 9:30 

ＳＨＲ 9:30～10:00  9:30～10:00 

１校時 10:00～11:55 10:00～11:55 

給食・昼休み 11:55～12:55 11:55～12:55 

２校時 12:55～13:45 12:55～14:15 

３校時 13:45～15:15 
ＳＨＲ 

14:15～14:45 

下校 14:45 

清掃 15:15～15:25 

ＳＨＲ 15:25～15:45 

下 校 15:45 

 



2026年４月現在

1 水 1 金

個人懇談①  12:45下校
学習参観週間最終日 1 月

PTA寄宿舎まつり

1 水 1 土 1 火

始業式　12:45下校

1 木 1 日 1 火 1 金

元日
年末年始の休業日（～1/3） 1 月 1 月

同窓会入会式

2 木 2 土 2 火 2 木 2 日 2 水 2 金

PC検定②

2 月

YOYO祭振替休業日
（10/30　YOYO祭） 2 水 2 土 2 火 2 火

3 金 3 日

憲法記念日

3 水

江南タイム

3 金

職場実習最終日
PC検定① 3 月 3 木

江南タイム

3 土 3 火

文化の日

3 木

１年生宿泊学習

3 日 3 水

入学選考予備日

3 水

4 土 4 月

みどりの日

4 木 4 土 4 火 4 金 4 日 4 水 4 金

１年生宿泊学習

4 月 4 木 4 木

卒業式前日準備
3年 12:45下校
1･2年14:45下校

5 日 5 火

こどもの日

5 金 5 日 5 水 5 土 5 月 5 木 5 土 5 火 5 金 5 金

卒業証書授与式
3年　12：00下校
１・２年 12:45下校

6 月

入学説明会PM

6 水

振替休日

6 土 6 月 6 木 6 日 6 火 6 金

学体連リハ（校内研修）
10:45下校　給食なし
（13日登校の生徒は休業日）

6 日 6 水 6 土 6 土

7 火 7 木

歯科検診・講話(3年）9:30-

7 日 7 火 7 金 7 月 7 水 7 土 7 月

生徒会選挙オリエンテーション

7 木

始業式　12:45下校

7 日 7 日

8 水

新任式・始業式　12:45下校

8 金

江南タイム

8 月

３～７組　職場実習（～7/3）

8 水 8 土 8 火

避難訓練②

8 木 8 日 8 火 8 金 8 月 8 月

9 木

入学式　1年：12:00下校
　 　　２・３年：15:45下校 9 土 9 火 9 木 9 日 9 水 9 金

３～６組職場実習最終日

9 月 9 水 9 土 9 火 9 火

10 金

全校登下校指導①

10 日 10 水 10 金

漢字検定①

10 月 10 木 10 土 10 火 10 木

江南タイム

10 日 10 水

江南タイム

10 水

11 土 11 月

体育祭結団式

11 木 11 土 11 火

山の日

11 金 11 日 11 水 11 金

PC検定③

11 月

成人の日

11 木

建国記念の日

11 木

個人懇談④ 12:45下校

12 日 12 火

色覚検査（1-１・2希望者）

12 金 12 日 12 水

学校閉庁日

12 土 12 月

スポーツの日

12 木

全国学校体育研究大会
前日準備　12：45下校 12 土 12 火 12 金 12 金

個人懇談④　12:45下校

13 月

全校登下校指導②
尿検査１次 13 水

色覚検査（1-3～5希望者）

13 土 13 月 13 木 13 日 13 火 13 金

全国学校体育研究大会
10:45 or11:45下校 　給食なし
（一部生徒を除き休業日）

13 日 13 水 13 土 13 土

14 火

発育測定　視力・聴力検査
清掃オリエンテーション
尿検査１次

14 木

歯科個別指導9:30-

14 日 14 火

個人懇談②　12:45下校

14 金 14 月

３～６組職場実習（～10/9）

14 水 14 土 14 月 14 木 14 日 14 日

15 水

胸部レントゲン（1年）
1年自転車通学者指導
第1回PTA運営員会14:30～

15 金

色覚検査（1-6・7希望者）

15 月 15 水

個人懇談②　12:45下校

15 土 15 火 15 木

2年5･6組修学旅行

15 日 15 火 15 金 15 月 15 月

個人懇談④　12:45下校

16 木

内科検診（2･3年）13:00-

16 土 16 火 16 木

個人懇談②　12:45下校

16 日 16 水 16 金

2年5･6組修学旅行

16 月

個人懇談③　12:45下校

16 水 16 土 16 火 16 火

個人懇談④　12:45下校

17 金

内科検診（1年）13:00-

17 日 17 水 17 金

個人懇談②　12:45下校

17 月 17 木 17 土 17 火

音楽鑑賞会
個人懇談③　12:45下校 17 木 17 日 17 水 17 水

学期末特別時程　14:45下校

18 土 18 月

体育祭リハーサル①

18 木 18 土 18 火 18 金 18 日 18 水

個人懇談③　12:45下校

18 金 18 月 18 木 18 木

学期末特別時程　14:45下校

19 日 19 火 19 金 19 日 19 水

学校閉庁日

19 土 19 月

YOYO祭オリエンテーション

19 木

個人懇談③　12:45下校

19 土 19 火

生徒会選挙立会演説・投票

19 金

入学説明会①　12:45下校

19 金

20 月

体育祭オリエンテーション

20 水

体育祭リハーサル②

20 土 20 月

海の日

20 木 20 日 20 火

寄宿舎避難訓練②

20 金 20 日 20 水

避難訓練③

20 土 20 土

21 火

眼科検診13:15-

21 木

体育祭前日準備

21 日 21 火 21 金 21 月

敬老の日

21 水 21 土 21 月 21 木 21 日 21 日

春分の日

22 水 22 金

体育祭

22 月 22 水 22 土 22 火

国民の休日

22 木 22 日 22 火 22 金

漢字検定③

22 月 22 月

振替休日

23 木

耳鼻科検診9:30-

23 土 23 火 23 木

終業式　10:45下校
学年懇談会
寄宿舎懇談会

23 日 23 水

秋分の日

23 金

漢字検定②

23 月

勤労感謝の日

23 水 23 土 23 火

天皇誕生日

23 火

終業式　10:45下校

24 金

学習参観週間　　（～5/1）
PTA総会13:30～
個人懇談①

24 日 24 水

自転車安全教室

24 金

夏季休業日（～8/31）

24 月 24 木 24 土 24 火 24 木

終業式　10:45下校
寄宿舎懇談会 24 日 24 水

第2回PTA運営委員会
寄宿舎お別れ会 24 水

学年末休業日（～3/31）

25 土 25 月

体育祭予備日　14:45下校

25 木 25 土 25 火 25 金 25 日 25 水

2年1～4組修学旅行

25 金

冬季休業日（～１/6）

25 月

生徒総会

25 木 25 木

離任式

26 日 26 火 26 金 26 日

同窓の集い（予定）

26 水 26 土 26 月

学習参観週間（～10/30）

26 木

2年1～4組修学旅行

26 土 26 火 26 金 26 金

27 月

尿検査２次
個人懇談① 12:45下校 27 水

避難訓練①

27 土 27 月 27 木 27 日 27 火 27 金

2年1～4組修学旅行

27 日 27 水 27 土 27 土

28 火

江南タイムオリエンテーション

尿検査２次
個人懇談①  12:45下校

28 木

歯科検診予備日

28 日 28 火 28 金 28 月 28 水 28 土 28 月 28 木

入学選考前日準備
12:45下校 28 日 28 日

29 水

昭和の日

29 金 29 月 29 水 29 土 29 火 29 木 29 日 29 火

年末年始の閉庁日（1/3）

29 金

入学者選考日　生徒休業日

29 月

30 木

個人懇談①  12:45下校
歯科検診（1・2年）9:30- 30 土 30 火 30 木 30 日 30 水 30 金

学習参観最終日
寄宿舎開舎日 30 月 30 水 30 土 30 火

31 日 31 金 31 月 31 土

YOYO祭　14:45下校

31 木 31 日 31 水

1年15   2･3年16  18 22 16 0 19 22 17 18 15 18
1・2年：16
　3年：5

2月 3月

６　令和８年度　学校行事・授業日数一覧表

9月 10月 11月 12月 1月4月 5月 6月 7月 8月
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